
萱方城跡（浅羽城跡）（坂戸市）
 かやがた

　鶴舞団地内の｢城跡公園｣/説明板のある辺りが本丸跡という



　　　　　江戸時代には萱方村に属していたので萱方城とも言われているという



児玉党の一族有道資行は入西郡に居を構え入西氏（にっさいし）を称し、その子行成は浅羽氏と称したという



浅羽行成の弟である遠広は小代氏を名乗っているという（参考②参照）/また、浅羽氏の菩提寺の万福寺には行成の霊をとむらうた
めの板碑が残されているという（参考①参照）/入西、浅羽の名称は現在も坂戸市の地名で残されている



参考① 　　浅羽氏菩提寺の万福寺にある行成の霊をとむらうための板石塔婆（板碑）





　　　1307年造立の板石塔婆（板碑）





公園全体を眺める





　　　　公園の端から周辺を眺める





浅羽城北東側に広がる田園地帯/昭和30年代の前半には、水田地帯の中に城跡として伝わるあたりが高まりを形成していて、北側
の眺望が開けていたという



「埼玉の館城跡」より



参考② 　　　　　小代氏館跡にある四代目小代重俊の供養塔





1281年造立の板石塔婆（板碑）



それぞれの位置関係
　　小代重俊供養塔

↓

万福寺→

　　　　　　↑
　萱方城跡（浅羽城跡）



参考ホームページ

http://www.geocities.jp/tsukayan0112/subdir-siropage/asabajou.html

http://homepage3.nifty.com/azusa/saitama/sakadosi.htm

http://www.geocities.jp/boatfisherman832/page045.html

http://www.geocities.jp/tsukayan0112/subdir-siropage/asabajou.html
http://homepage3.nifty.com/azusa/saitama/sakadosi.htm
http://www.geocities.jp/boatfisherman832/page045.html

